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（
運
用
上
の
留
意
）

第
二
十
七
条

附
則
第
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
精
神
に

の
っ
と
り
、
組
織
変
更
後
組
合
に
よ
る
組
織
変
更
時
財
産
額
に
係
る
使
用
が
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
よ
う
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
規
定
）

第
二
十
八
条

こ
の
附
則
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
附
則
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（
過
料
）

第
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
企
業
組
合
若
し
く
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
役
員
又
は
附
則
第
五
条
第
四

項
第
一
号
の
組
織
変
更
後
組
合
若
し
く
は
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
組
織
変
更
後
組
合
の
理
事
は
、
二
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
す
る
。

一

附
則
第
五
条
第
一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
組
織
変
更
の
手
続
を
し
た
と
き
。

二

附
則
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
又
は
附
則
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
、
催
告
若
し
く
は
通
知
を
す
る
こ
と
を
怠
り
、
又
は

不
正
の
公
告
、
催
告
若
し
く
は
通
知
を
し
た
と
き
。

三

附
則
第
六
条
第
六
項
（
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
て
、
組
織
変
更

を
し
た
と
き
。

四

附
則
第
十
二
条
（
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
又
は
附
則
第
二
十
三
条
（
附
則

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
と
き
。

五

附
則
第
十
三
条
（
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
面
若
し
く
は

電
磁
的
記
録
を
備
え
置
か
ず
、
書
面
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
に
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ

ず
、
若
し
く
は
記
録
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
書
面

若
し
く
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
若

し
く
は
書
類
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す

る
こ
と
若
し
く
は
そ
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
拒
ん
だ
と
き
。

六

附
則
第
十
五
条
第
一
項
（
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
て
登
記
を
す

る
こ
と
を
怠
っ
た
と
き
。

（
労
働
者
協
同
組
合
の
名
称
の
使
用
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
名
称
中
に
労
働
者
協
同
組
合
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
文

字
を
用
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
期
間
内
は
、
適
用
し
な

い
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
」
と
は
、
水
産
動
植
物
の
う
ち
、
国
内
に
お
い
て
違
法
か

つ
過
剰
な
採
捕
（
外
国
漁
船
（
日
本
船
舶
以
外
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
漁
ろ
う
設
備
を
有
す
る
船
舶
そ
の
他
の
漁
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
も
の
を
除
く
。）が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と

し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
等
」
と
は
、
特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
及
び
特
定
第
一
種
水
産

動
植
物
を
原
材
料
と
す
る
加
工
品
の
う
ち
そ
の
国
内
流
通
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
等
取
扱
事
業
者
」
と
は
、特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
等
の
販
売
、

輸
出
、
加
工
、
製
造
又
は
提
供
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
二
種
水
産
動
植
物
」
と
は
、
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
水
産
動
植
物
の
う
ち
、
外
国

漁
船
に
よ
っ
て
外
国
法
令
に
照
ら
し
違
法
な
採
捕
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
国

際
的
な
水
産
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
必
要
と
す
る
事
由
に
よ
り
輸
入
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
二
種
水
産
動
植
物
等
」
と
は
、
特
定
第
二
種
水
産
動
植
物
及
び
特
定
第
二
種
水
産

動
植
物
を
原
材
料
と
す
る
加
工
品
の
う
ち
そ
の
輸
入
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

６

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
及
び
第
四
項
の
農
林
水
産
省
令
を
定
め
、
又
は
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
水
産
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
の
名
称
の
使
用
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
名
称
中
に
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
文
字
を
用
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
、

適
用
し
な
い
。

（
検
討
）

第
三
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況

等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が

講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
の
二

労
働
者
協
同
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
一
項
第
四
号
中「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）」

の
下
に
「
、
労
働
者
協
同
組
合
法
（
令
和
二
年
法
律
第
七
十
八
号
）」を
加
え
る
。

（
会
社
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

会
社
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
百
四
十
三
条
第
一
号
中
「
並
び
に
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
」
を
「
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
」に
改
め
、

「
第
六
十
三
条
の
二
十
第
七
項
」
の
下
に
「
並
び
に
労
働
者
協
同
組
合
法
（
令
和
二
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十

九
条
第
六
項
（
同
法
第
百
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

特
定
水
産
動
植
物
等
の
国
内
流
通
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
七
十
九
号

特
定
水
産
動
植
物
等
の
国
内
流
通
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

特
定
第
一
種
水
産
動
植
物
等
に
関
す
る
規
制
（
第
三
条

第
十
条
）

第
三
章

特
定
第
二
種
水
産
動
植
物
等
に
関
す
る
規
制
（
第
十
一
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
二
条

第
十
四
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
十
五
条

第
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
内
に
お
い
て
違
法
に
採
捕
さ
れ
た
水
産
動
植
物
の
流
通
に
よ
り
国
内
水
産
資
源
の
減
少
の

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
及
び
海
外
に
お
い
て
違
法
に
採
捕
さ
れ
た
水
産
動
植
物
の
輸
入
を
規
制
す
る
必
要
性
が
国
際
的

に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
違
法
に
採
捕
さ
れ
た
水
産
動
植
物
の
流
通
を
防
止
す
る
た
め
、
特
定
の
水
産
動
植

物
等
に
つ
い
て
、
取
扱
事
業
者
間
に
お
け
る
情
報
の
伝
達
並
び
に
取
引
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
並
び
に
適
法
に
採

捕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
の
輸
出
入
に
際
す
る
添
付
の
義
務
付
け
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
水
産
動
植
物
等
の
国
内
流
通
の
適
正
化
及
び
輸
出
入
の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て
違
法
な
漁
業
の
抑
止
及

び
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
及
び
そ
の
関
連
産
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
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